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１．本店：大分市府内町3丁目4番1号 

Ⅰ．プロフィール Ⅰ．プロフィール 

２．創立：明治２６年２月１日 

３．資本金：１９５億９８百万円 

４．従業員数：１，８４６名（嘱託・出向含む） 

５．店舗数：１０３カ店 

６．預金等残高：２兆４，９１８億円 

７．貸出金残高：１兆６，８６３億円 

（平成２３年３月３１日現在） 
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Ⅰ．プロフィール・役員の紹介 Ⅰ．プロフィール・役員の紹介 

会長：小倉 義人 
（代表取締役） 

 

頭取：姫野 昌治 
（代表取締役） 

専務：小金丸 重成 
（代表取締役） 

常務：高原 一誠 常務：三浦 洋一 常務：鈴木 崇之 

＜取締役＞ 
事 務 統 括 部 長    清 水  進 英 
与 信 管 理 部 長    渡 部  智 弘 
本 店 営 業 部 長  衛 藤  秀 樹 
 
＜監査役＞ 
常 勤 監 査 役    中 村  光 政 
常 勤 監 査 役    後 藤  富 一 郎 
非 常 勤 監 査 役   河 野  浩 
非 常 勤 監 査 役   西  太 一 郎 
非 常 勤 監 査 役   小 島  庸 匡         
 
＜執行役員＞ 
小 倉 支 店 長   広 瀬   亨 
人 事 部 長     岩 田  伸 彦 
東 京 支 店 長   永 木  伸 一 
総合企画部長   児玉  雅紀 
別 府 支 店 長   徳 永  淳 一 
中 津 支 店 長   平 山  義 雄 
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    平成23年3月期損益概況(単体）  平成23年3月期損益概況(単体）  1 1 

    ３ ３ 

Ⅱ.平成２３年３月期決算の状況 Ⅱ.平成２３年３月期決算の状況 

    ４ ４ 

    ５ ５ 
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    預金・貸出金の状況 預金・貸出金の状況 2 2 

自己資本の状況 自己資本の状況 

不良債権の保全状況 不良債権の保全状況 

格付け機関からの評価 格付け機関からの評価 



 

 

   

5 

１.平成２３年３月期損益概況（単体） １.平成２３年３月期損益概況（単体） 

○経常収益・・・・・・・・・・４９２億円（前期比  ▲２６億円） 
 
 

○業務純益・・・・・・・・・・１２７億円（前期比   ▲６億円） 
   
 

○コア業務純益・・・・・・・１２７億円（前期比   ▲９億円） 
 
 

○経常利益・・・・・・・・・・・ １０４億円（前期比 ＋１４億円） 
 
○当期純利益・・・・・・・・・  ５６億円（前期比 ＋８億円）   
 
 

（一般企業の売上高に相当） 

（一般企業の営業利益に相当） 
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２．預金・貸出金の状況 ２．預金・貸出金の状況 

15,856 
15,965 

16,379 
16,637 

16,893 

総貸出金平均残高推移 

（億円） 

 

預金・貸出金ともに順調に増加 預金増加年率：２．９３％、貸出金増加年率：１．５４％ 

24,374 

預金等平均残高推移 
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３．自己資本の状況 ３．自己資本の状況 

自己資本比率・Ｔｉｅｒ1比率の推移 
自己資本額の推移 

5

6

7

8

9

10

11

12

H19／3 H20／3 H21／3 H22／3 H23／3

9.71

10.42

8.71

10.94
11.48

8.61
9.18

7.44

8.86
9.38

自己資本比率 Tier１比率
0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

H19年３月 H20年３月 H21年３月 H22年３月 H23年３月

1,109

1,157

916
1,065

1,105

148 161

161

255 253

Ｔｉｅｒ１ Ｔｉｅｒ２

1,252 1,312

1,071

1,315 1,353

（％） 

（億円） 

＊連結自己資本比率 
   H２２／３  ：１１．４９％  ⇒  Ｈ２３／３  ：１２．１５％ 
＊連結Ｔｉｅｒ１比率 
   H２２／３  ： ９．５３％  ⇒  H２３／３  ：１０．１５％ 

自己資本は着実に積み上げられ、自己資本比率は１２％台（連結）に！！ 



 

 

   

 

不良債権比率は他行比高いが、担保や引当金で十分に保全されています。 
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金融再生法開示債権額 

９６７億円 

 Ａ：破産更生債権等 
０．９５％（１６５億円） 

   Ｂ：危険債権 
３．８０％（６５６億円） 

   Ｃ：要管理債権 
０．８４％（１４６億円） 

総与信額 

１兆７，２３８億円 

総与信額 

１兆７，２３８億円 

 

 

 

 Ａ：自己資本 
１，３５３億円 

 Ｂ：貸倒引当金 
４０５億円 

 

Ａ＋Ｂ＋Ｃ合計 

２，２２８億円 

保全率 
９０．３％ 

不良債権比率 
５．６０％ 

Ｃ：担保等による保全額   
       ４６９億円 

４．不良債権の保全状況 ４．不良債権の保全状況 

経営改善支援による不良債権の減少 ⇒⇒ 収益増加要因 
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A+ 

A 

A- 

当行 A+ 当行当行  AA++  

「A+」の格付けランクは 

Aを３段階にランク付けした中での最上位。 

Ａ+を継続取得。 
安全性・健全性が高く評価されております。 

５．格付け機関からの評価 ５．格付け機関からの評価 
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Ⅲ.「中期経営計画2011」について Ⅲ.「中期経営計画2011」について 

平成23年4月1日 ～ 平成26年3月31日 （3年間） 

    ２ ２ 

    ３ ３ 

    今期（平成24年3月期）の業績予想 今期（平成24年3月期）の業績予想 ４ ４ 

地域密着型金融について 地域密着型金融について 

「中期経営計画2011」の概要 「中期経営計画2011」の概要 

    １ １ 地域の現状と将来予想 地域の現状と将来予想 
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１.地域（地元）の現状と将来予想 １.地域（地元）の現状と将来予想 
大分県の将来人口推移 

１９９７～２００９は総務省「労働力調査」 2012以降は三菱UFJｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞﾚﾎﾟｰﾄにより予測 
総務省統計局「事業所・企業統計調査」より 

厚生労働省「人口動態統計」国立保障・人口問題研究所「人口統計資料集」参照 
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２.「中期経営計画2011」の概要 ２.「中期経営計画2011」の概要 
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３.地域密着型金融について ３.地域密着型金融について 

セールスアップ支援活動  ：中小企業の成長支援策 

  （１）Ｈ22年4月新設「ビジネス支援チーム」：専担者１２名 

  （２）個別商談件数627件（うち商談成立件数：97件） 

  （３）商談会の開催 

     ①商社との共催「食の商談会」実施 ：15社参加   

     ②健康関連食品・雑貨企業との商談会：15社参加 

     ③大手雑貨販売店との商談会：13社参加   

     ④大手百貨店2社との商談会：14社参加  

     ⑤製造業16社との商談会：56社参加 

良い時も悪い時もお客さまの事業を応援し、永続的な取引関係の構築を実践してまいります 

 経営改善支援活動  ：「企業サポートグループ」 

  （１）活動内容：専担者７名 

    ①経営もしくは事業運営上の問題点の共有化 

    ②問題点の解決策提案や比較優位にある点について強化を 

      図るための具体的なスキーム策定支援 

    ③経営改善計画の策定支援 

    ④コンサルタント等外部専門家の紹介 

    ⑤大分ベンチャーキャピタル㈱と連携し、経営改善計画策定支援 

      ・モニタリングの実施 



 

 

   

売上を伸ばしたい 

経営アドバイスが欲しい 
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「大分銀行と取引してよかった」と思われる対応を、全員で実施してまいります。 
         お客さまの真のニーズに対し、時間とコストをかけて真摯に取組みます。 

セールスアップ支援活動 

強固な信頼関係の確立 

後継者がいない 

徹底した地元企業支援 

地域が存続・発展する
ための地域再生 

魅力ある地域づくり 

海外取引がしたい 

ｿﾘｭｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ担当 

当行は、地域と共存共栄し、ともに持続と成長していくために、全員が継続して取組みます。 

３.地域密着型金融について ３.地域密着型金融について 

経営改善支援活動 
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○経常収益・・・・・・・・・・ ４７４億円 （前年同期比  ▲１８億円） 
 
  
○業務純益・・・・・・・・・・  ８３億円 （前年同期比  ▲４４億円） 
 
 
○コア業務純益・・・・・・・  ８７億円 （前年同期比  ▲４０億円）     
 
○経常利益・・・・・・・・・・・  ６１億円 （前年同期比 ▲４３億円） 
  
○当期純利益・・・・・・・・・  ４０億円 （前期比    ▲１６億円）   
  
 
 
 
 

（一般企業の売上高に相当） 

（一般企業の営業利益に相当） 

４．今期(平成24年3月期)の業績予想 ４．今期(平成24年3月期)の業績予想 

減収・減益予想ではあるが、最低ラインと考え収益性向上に努めます 
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Ⅳ．ＣＳＲへの取組みについて Ⅳ．ＣＳＲへの取組みについて 

    お客さま・地域・環境とともに お客さま・地域・環境とともに 1 1 
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サービス・ケア・アテンダントの育成 

お客さまに接する接客能力向上を図るため、
「サービス・ケア・アテンダント」の検定試験を導入
しています。 
多くのお客さまに安心して当行をご利用いただけ
るよう努めています。 

＊現在58名、29カ店に配置して 

 います。 

１.お客さま・地域・環境とともに １.お客さま・地域・環境とともに 

だいぎんスペシャルサンクスデー 

各種お祭りへの参加 

「べつだいウォーク２０１１」への参加 

ウェンズディコンサートの開催 

やまざくら杯の開催 新築店舗での太陽光発電設備 
＊詳細については、別添の「ＣＳＲインフォメーション」をご参照ください 
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Ⅴ. 配当・株価の状況について Ⅴ. 配当・株価の状況について 

    配当の状況について 配当の状況について 1 1 

    2 2 株価の状況について 株価の状況について 



 

 

   

19 

１．配当の状況について １．配当の状況について 

▲ 40,000

▲ 20,000

0

20,000

H19年３月 H20年３月 H21年３月 H22年３月 H23年３月

7,125 5,645

▲ 23,207

4,815 5,649860 856 856 942 1,028

1,223

当期純利益 配当 自社株取得

百万円

株主還元率の推移 

19年3月期 20年3月期 21年3月期 22年3月期 23年3月期 

２９．２％ １５．２％ ▲３．７％ １９．５％ １８．２％ 

＊当行は従業員福利厚生の一環として、ＥＳＯＰ信託をH22／11に導入。 
  H23年3月末 ESOP信託取得株式：766百万円は会計処理上、自社株として計上されますが、株主還元率には加味しておりません。 

当行の配当政策は、安定配当を継続実施していくことを基本方針としています 
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銀行名 
H22.3.31 

株価（円） 

H23.3.31 

株価（円） 
変動率 
（％） 

ＢＰＳ 
（円） 

ＰＢＲ 
（倍） 

ＰＥＲ 
（倍） 

ＥＰＳ 
（円） 

当行 ３４４ ２８２ ▲18.02 777.35 0.36 8.0 35.27 

ふくおかＦＧ ３９７ ３４６ ▲12.85 658.29 0.53 11.6 29.94 

西日本シティ
銀行 ２７６ ２３９ ▲13.41 406.33 0.59 3.57 66.98 

鹿児島銀行 ６５７ ５６３ ▲14.31 1149.63 0.49 16.6 33.98 

肥後銀行 ５２０ ４６４ ▲10.77 975.11 0.48 10.1 46.01 

宮崎銀行 ２８３ １９９ ▲29.68 519.2 0.38 5.3 37.85 

佐賀銀行 ２６８ ２３４ ▲12.69 536.2 0.44 14.7 15.87 

十八銀行 ２８１ ２３１ ▲17.79 663.22 0.35 6.0 38.71 

２．株価の状況について ２．株価の状況について 

当行は、ＢＰＳ（１株当たり純資産額）は他行比高く、ＰＢＲ（株価純資産倍率）は低い状況です。
今後も地域の発展に貢献し、安定した収益を計上することで株価向上を目指します。 
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  本資料には、将来の業績に関する記述が含まれております。 

  こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、リスクや 

 不確実性を内包するものであります。 

  将来の業績は、経営環境の変化等により、目標対比異なる 

 可能性があることにご留意ください。 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

              株式会社大分銀行 総合企画部 広報ＣＳＲグループ 

                                                      担当：小野・幸 

              TEL：097-538-7617   FAX：097-538-7620 

              ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ：http//www.oitabank.co.jp/ 

以以  上上  

本資料についての補足 
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